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学年進行時の学級数増減に伴う学級規模の変化と
その影響に関する調査研究 (第Ⅱ報)
A research on the effects of the radical change of clemcntΥy school class sizes,








































表1.調査対象小学校数及び回収状況 回答校数/対象校数 (単位 :校)



















2人増が1校(No 3), 3人増が2校(No 5。7), 5人増が2校(No l・2), 8人増が1校(No 4)で
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1      次に,学級減少となった9校(Noll～19)は,1998年度の20.5～30.5人(平均値 :9校の在籍児童
1     数計/学級数計=27.3人)から1999年度の37.7～40人(同39.1人)へと約1.4倍(平均値による拡大率1     1430/0)に
学級規模が拡大していた。学級減少となった在籍児童数の変化は, 1人減が1校(No18),
2人減が2校(No12,16), 3人減が3校(No13・15,17), 5人減が1校(No19), 6人減が1校(No
14),9人減が1校(h■)であった。また,2→1学級が2校(No12・16),3→2学級が5校(No14・
15,17・18・19), 4→3学級が2校(Noll・13)であつた。
1      2)学級規模の変化に伴う影響 (設問B+設間A「学年担任状況」)
(i)22項目に対する3段階選択回答
1      学級規模の変化に伴う影響に関する以下の22項目について,1998年度と比較しての1999年度のク







































子 繊 似 グ =規模 挑 夢
11 12 13 14 15 16 18 19[        17
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1  1.5   0   **
2 15 0  *
1 16 0
2 1,9 0
1 1   0   **
13   0   **
10   0   **
1.3   0   **
18  0  *
14   0   **
10   1   **
2 19 0  *
2 1,9  0  *
2 20 0  *
1 1.5  0
1  1 1   0   **
1  10   0   **
2  1,4  0   **
1 15 0
2 16 0
2 24  1
























































































うになった。(学校No 6, 6年生,持ち上がり)J「プラス :一人ひとりをじっくり見つめたり,話
したりできる。それぞれの役害Jがはっきりし,責任をもって行動する。教室・教材等にゆとりがあ
り, じっくり取り組める。マイナス :より多くの人間性とふれ合う機会が減る。協力して行事を実












































































でき,学校行事などで一人にかかる負担が少ない。(学校No 6, 1→2学級)」「多 くの教師の目で
子ども達の様子を見つめ,判断できる。事務等の仕事・役割が分担でき,軽減する。協力して学年
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表3.適正な学級規模及び増加教員の活用法









『国語はだれ君が一番』のような固定観念ができやすい。(学校No 2, 3年生,27.7人)」「や大 :
明確な理由ではないが,経験上,直観的にそう思う。21～25人:同前。分割:TTで40人を支援す
るより, 1人の教師が20人ずつ支援する方が効果的と思う。(学校No 4, 6年生,27人)」「○ :子
どもの様子や心情がよくわかる。子供たちも気軽に相談できてよい。21～25人:考えを深めたり協
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A research on the effects ofthe radical change of elementary school class sizes,
in one prefecture in」apan,during the acaderTlic year 1 998-1999
WATANABE,Akio*
The l140-pupils―er―classtt systena is both an educaional and Political issue in Japan. This rcscarch cxamined he
effects of a radical change of class size fro■l al und 40 pupils to under 30 or vice velsa.Thc main rcsults、vcre as
followЫ
l )Duc to difaculties and inconveniences associated with classes of over 30 puPils, all of the sixteen respondcnts
chosc thc 30-or the under-30-pupils―pcr―class size as reasonable
?)USing the Mann―Whit cy's U Tcst,the seven classes with betwee■20 and 28 pupils achieved signticantly better
rcsults than thc cight classcs with bet、veen 37 and 40 puplls(exCluding one class which did not reply)on ifteen
indcxes These wcre thc chancc for children to speak or ask qucstlons, the concentration of pupils' attention upon
lcssons,the asscssmcnt and care of individual needs,the achievcmcnt of basic education,the testing and checking of
home、vork,thc communication bet、veen teachtts atld pupils,thc f?endship among chttdrell,heir rnental health and so
fol・tll
ili)Class size did not produce much effect on scvcn indcxes These weH3 the opportunity for childゃn to givc t cir
opinion, the level of discussion among puPlls, the interaction bet、veen teachcrs and parents, the development of
practicability and apphcability,the promOtion ofleaming to improve the quality oflife,the settlement of bullying and
thc prcvention of refusal to attcnd school.
iv)AH ofthe sixtecn rcspondcnts chose either the division of pupils into sma■er classes or the nexible combination of
class―division and team―teaching,rather than team―teaching under thc W40-pup1ls―per―class"system,
If the l130-pupils―per―cla sii systenl were to be deteHnined by la、v,31 puplls should be divided into two classes with
one homcЮom teacher Und∝some circumstaIIces)howcvcr,it would be p■ferable to ha■rc some jOintlessons in one
classЮom with two teachers lt is desirable thatlocal authorities and schools ettoy hC flccdom to aげange classes and
organizc learning groups according to thc pupils)educational needs
Keywordsi class OrganizatiOn, class size, 山40-puplls―per―clas H ystc■1, "30-pup1ls―per―c assII syste■1, prefectural
survey
*ProfessOr of Human Education Coursc(Special Nccds Education),Faculty of Educttion and Regional Sciences,




*別紙「記入法Jを御参照いただ きなが ら,この用紙 に御 回答下 さい。
そ して,この回答用紙のみ を返信用封筒 に入れて御返送下 さい。
設 問 A:属 性 調 春
対象事例番号 :
_学 級 増・減 (少数点以下第2位四捨五入 )
学年担任状況 :平成11年度 における対象学年の担任団について全員分 をご記入願います。
注1)選択項 目については該当項 目を○で囲んで下 さい。
2)年齢及び勤務年数の換算の仕方は別紙 「記入法」 をご覧下 さい。
3)担任番号の上 に,学年主任等の学年代表 にはO印,今御 回答 いただいている先
生 には◎印を付 して下 さい。
1) 男 ・女, 教諭 ・講師, 年齢
学年持 ち上が りによる担任か (
男 ・女, 教諭 ・講師, 年齢
学年持ち上が りによる担任か (
男・女, 教諭・講師, 年齢
学年持ち上が りによる担任 か (
男 ・女, 教諭・講師, 年齢
学年持 ち上が りによる担任か (
(20歳代,30歳代,40歳代,50歳代,60歳代),
肯 ・否 ), 現任校 の勤務年数 (   年 目)
(20歳代,30歳代,40歳代,50歳代,60歳代),
肯 ・否 ), 現任校 の勤務年数 (   年 目)
(20歳代,30歳代,40歳代,50歳代,60歳代),
肯・否 ), 現任校 の勤務年数 (   年 目)
(20歳代,30歳代,40歳代,50歳代,60歳代),
肯 ・否 ), 現任校 の勤務年数 (   年 目)
9 3 1
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設 問 B :学級 規 模 C)変化 しこ イ半 う 効 果
学級規模の変化に伴 う効果 。影響
*平成10年度 と比較 して ,
選択でお聞かせ下 さい。
平成11年度のクラスの様子 を3段階
(1)授業中の子 ども一人あた りの発言回数が多 くなった。
(2)授業に集中 している子 どもが増 えた。
(3)授業中に自分の意見 を積極 的に述べ る子 どもが増 えた。
(4)授業中に子 ども同士の議論が成 り立 ちやす くなった。
(5)学習の過程でつ まずいている子 どもを見つけやす くなった。
(6)一人一人の良 さを生か した指導がで きるようになった。





(12)イライラ している子 どもが減 った。
(13)学級 に和やかな雰囲気 が出て きた。
(14)学級 にまとま りが出て きた。
(15)保護者 とのコミュニケーシ ョンが増 えた。
(16)基礎学力の定着 を進めることがで きるようになった。
(17)繰り返 して教 える等,分かるまで教 えられるようになった。
(18)授業中に習熟の時間を確保することがで きるようになった。
(19)発展 させ た り応用する力 をつける授業がで きるようになった。
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.10人以下, 2.11～5人,  3,16～20人,  4.21～25人,

